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人児童生徒に対して、どのように注意を与えればよ
いのか、何がわからないかもわからない状況にい
る彼らの困難をどのように把握するのか、どんどん
進んでいく授業の中で、対応に困っている学生の
姿が垣間見られる。問題が家庭にあると察したと
き、どこまで本人に聞き出してもよいのかなど、家
庭環境の改善にまで話が及んだ。対象児童生徒以
外の子どもたちとの接し方にも難しさを感じている。
学校側の流れで起こる突然の予定変更にも戸惑っ
ている。学校教員の多忙さを理解しつつ、外国人
児童生徒に対して教員がもっと目を向けて欲しいと
願う学生の気持ちには素直に感動する。
《HANDSへの要望など》
本日のようなフリ トーークの機会を増やして欲し
い。留学生のボランティアが増えること、派遣先が
拡大することを希望している。
フリ トーークが要望としてあげられたことを見て
も、今回の「ボランティア交流フリ トーーク」は有
意義であったといえる。それは、同じ活動をしてい
る仲間を知り、意見を交換でき、自分の活動を振り
返ることができたということだろう。対応への困難
を抱えながらも、そのことが自分の成長につながる
と信じて活動しているからこそ、派遣先の学校から
感謝もされている。
話題の中に、現実の学校現場での外国人児童生
徒教育の在りように疑問が出された。一朝一夕に解
決できる問題ではなく、これからのグローバル化さ
れた社会における学校教育に抵触する問題であり、
こうした教育認識を共有できる方法を探っていくし
かない。「いろいろあるが、子どもとの関わりが楽
しかった」という学生の発言が印象的だった。
若林准教授「現場で活動して、君たちは何かが
見えてきた」、船山コーディネータ 「ー子どもに寄り
添うことが原点」ということばで、フリ トーークが
終わった。第二回、第三回を期待したい。
2011年 7月27日から29日の 3日間、宇都宮市
教育委員会東生涯学習センタ （ー以下、生涯学習セ
ンター）とHANDSプロジェクトの共催で「子ども
国際理解サマ スークール」（以下、サマ スークール）
が行われました。本事業は、HANDSとしては昨
年度に続き2 度目となる事業です。県内の小学校
4 年生から 6 年生を対象に公募され、宇都宮市内
の 38 名の児童の参加がありました。中には 2回目
の参加者もいました。
サマ スークールのプログラムを立案するに当たり、
昨年度同様、以下の点に重点を置きました。第一に、
①自分自身を知る、②相手を認める、③互いがかか
わる、④自分自身に誇りをもつ、の 4つの視点から
子どもが主体的に学習する場を提供すること。第二
に、地域の実態を踏まえ、子どもたちが「自分と向
き合う」、「他者と向き合う」、「違いと向き合う」、「地
域と向き合う」ために、主体的に国際理解を進める
力を養うことです（参考『「共に生きる子ども」を育
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てる国際理解教育』教育出版、2006 年）。今回は
3日間ということもあり、ブラジリアンスクールとの
交流がメインとなるプログラム構成になりました。
以下、子どもたちの感想を交えながら、プログラ
ムの紹介をします。
 
1日目：テーマ「大きな世界・小さな世界」
まず、「世界の知っとこクイズ」と題して、子ども
たちは、見たこともない食べ物や家の形に驚きなが
ら、韓国、中国、タイ、スペイン、ブラジル、ケニ
ア、アメリカの 7カ国について学びました。次に、
この 7カ国を使って、班分けを行いました。子ども
たちは背中に各国の名前が書かれたシールを張っ
てもらい、他の人に「私は○○を食べますか？」「私
はどんな家に住んでいますか？」などの質問をしま
す。それらのヒントを基に、自分の背中に貼ってあ
るシールの国名を当てるというゲームです。
後半は、「栃木の中の外国を知ろう」という目的で、
映像を使いながら、現在日本にいる外国人の数や
出身国を学びました。日本には現在約189カ国の
人々がいることには、驚きの声が上がりました。そ
して、「栃木県に住む外国人で一番多い国はどこ？」
という質問には、「インド ！ー」「ロシア ！ー」と元気
よく声が上がっていました。2009 年末現在、割合
の高い国から順に、中国、ブラジル、ペルー、フィ
リピン、韓国・朝鮮、タイと紹介すると、子どもた
ちからは意外だという反応がありました。そして、
ブラジル出身者（日系ブラジル人）の割合が高い
理由として、昔日本人がブラジルに働きに行った話
に及ぶと、子どもたちは真剣に聞き入っていました。
2日目：テーマ「ゲームでアミーゴ！」
2 日目、3日目は、大田原市にあるソスィエダ
デ・エドゥカスィオナウ・ブラジリアン・スクール
（Sociedade Educacional Brazilian School、以下
SEBS）に通う子どもたちとの交流です。SEBSは、
ポルトガル語で学ぶ子どもだけでなく、ブラジルに
ルーツを持ち日本の学校に通う子どもも利用してい
ます。今年 3月11日の東日本大震災を受け、国内
にいた多くの外国人が帰国しました。栃木県も例外
ではなく、SEBSに通っていた子どもたちの家族も
帰国してしまいました。多い時で 7、80人が通って
いた子どもたちは 10 名ほどまで減っています。そ
こで、今回は普段日本の学校に通いながら SEBS
を利用する子どもたちも参加してくれました。
当日は交通事故によるひどい渋滞に巻き込まれ、
開始予定時刻を40 分以上遅れての到着で、プロ
グラムの変更を余儀なくされました。限られた時間
の中で、SEBS の子どもたちを交えて班対抗の、借
り物競走ならぬ、借り「ことば」競争を行いました。
日本人児童とSEBS の子ども約 7人が一つの班を
構成し、様々な言葉をジェスチャーや絵を使って伝
えようとする競争を通じて、日本語やポルトガル語
を覚えていくゲームです。3日間を通して、一番の思
い出としてこのゲームをあげる子どもも多く、「一生
けん命相手に伝えようとして、伝わった時、本当に
うれしかったです」という感想がありました。
3日目：テーマ「知ってアミーゴ！」
最終日となるこの日は、背中にハンカチを挟んで
取り合うゲームをした後、宇都宮大学国際学部 2
年生の仲松ミゲルさんの経験談を聞きました。彼
は、中学校 2 年生でペルーから来日した日系ペルー
人です。来日して外国人生徒のいない中学校へ入り、
とても苦労して進学を遂げてきた経緯を持っていま
す。彼にとっても大勢の人の前で、日本語で話すと
いうことは今回大きな挑戦となったようでした。
「ミゲルさんの話を聞いて最初は大変だったこと
も努力をすれば乗り越えられるんだということがわ
かりました」という日本人児童の感想や、「ミゲルの
はなしがとてもよかったです。ぼくもこれからはど
りょくをしていきたいです（日本語）」というSEBS
の子どもの感想もありました。
その後、ブラジルのお菓子とジュ スーで休憩し、
サマ スークールを通じての感想文を書いてもらいま
した。ブラジルのお菓子について、おいしかったと
いう子どもたちがいた一方で、「日本とはなんか全
然味がちがくてびっくりしました」や「味になれて
なった（ママ）から、とってもおいしいとは思いま
6 HANDS next
せんでした」という感想もありました。
SEBS の子どもたちが帰る際、何人もの参加者
がバスまで見送り、名残惜しそうに子どもたちがい
つまでも手を振る場面もありました。
 
子どもたちの感想～まとめにかえて～
全体を通じて、子どもたちは様々なことを感じた
ようです。以下、子どもの感想です。日本人児童か
らは、「ふだん使っている日本語でも、ポルトガル
語だとぜんぜんちがうことがわかりました」、「日本
人がポルトガル語を全くしゃべれないのに、ブラジ
ル人は日本語を少ししゃべれるのを見てビックリし
ました」、「これら（3日間）をとおして、いろんなこ
とが分かりました。その中で一番に思ったことは、
この地球には、いろんな国があり、この地球にい
るみんな仲良だって分かりました」、「ブラジルの人
に囲まれ１人日本人がいていわかんが（ママ）かん
じた・・（中略）・・この 3日間でブラジルの人との
仲が深まったと思います。この次、来年はポルトガ
ル語をおぼえてブラジルの人の（ママ）しゃべりた
いです」。
日本人の子どもたちにとって、同年代の子どもが
違う言語を話しているということ自体、驚きだった
ようです。しかし、「違和感」を感じながらも、そ
れらが「楽しい体験」として感じられたことは、国
際理解あるいは多文化共生という意味において、
大きな成果だったと言えるのではないかと自負して
います。
また、SEBS の子どもたちからは、「いろいろな
人とお友達になれて、よかったです。また一緒に活
動してみたいと思いました（ポルトガル語）」、「みん
なわらっていてとてもうれしかったです。ブラジル
語をおぼえるのがたいへんじゃなかったかな（日本
語）」という感想をもらいました。日本語以外の母
語を持つ子どもたちにとって、日本人の友人をつく
ることは容易ではありません。加えて、SEBSだけ
に通う子どもたちは、日本人の子どもたちと交流す
る機会は極めて少ないのが現状です。ポルトガル
語を使いながら、日本人の友人をつくれたという経
験は、かれらにとって大切な体験になったのではな
いでしょうか。
私は本事業を担当して今回で 3 回目になります。
子どもたちの素直な反応に出会い、様々な「違い」
を早い段階で体験することの大切さをますます感じ
ています。しかし、子どもたちがこのような「違い」
を体験できる場はまだまだ少ないのが現状です。
今後こういう場が増えていくことを願います。それ
と同時に、これまで本事業で実施したプログラムを
学校やクラスでも使えるような形にしていきたいと
考えています。
当日までの準備と当日の運営にご協力いただい
た皆さんに深く感謝します。
＜プログラム協力者＞※（　）内は所属
原田真理子（佐野市日本語教室指導助手）
稲葉・スエミ・マルシア（ポルトガル語通訳）
小向郁衣（国際学部３年）、金子彩香（国際学部２年）
狩野瑛帆（国際学部２年）、仲松ミゲル（国際学部２年）
小島俊子（小学校教諭）、渡辺香織（中学校教諭）
西本アメリカ（ボランティア）
